
　　　　　　　　倫理委員会議事録

【　日  　 時　】 ２０２４年 ５月１０日（金）　１６時４５分　～　１７時１５分

【　場　   所　】 ３階講堂

【　参 加 者　】 柳原委員長、青山副委員長、石井副委員長、鎗野委員、眞継委員、立石委員、高坂委員、芥川委員、石原委員

【　審議内容　】 【審議内容】

審議案件なし

【迅速審査報告】

１．乳房ＭＲＩ画像・読影の関する教育講演（京大病院他との標準化に向けた複数施設前向き研究関連）

  【受付番号２４－００７】　放射線診断科　本田医師（３４７４）

学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．臨床研究について承認されたものの発表か。

Ａ．京都大学医学部付属病院倫理委員会にて中央一括承認されている。

２．コロナ禍による糖尿病やサルコペニアに関する認知度の変化

  【受付番号２４－００１】　栄養管理室　右谷管理栄養士（４３４２）

学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．アンケートに学会発表等にて公表する場合があることは記載されていないのか。

Ａ．アンケートには記載されていない。

（意見）アンケートに公表のことを記載していれば、オプトアウトする必要はない。アンケートの形式を見直すのも方法

　　　　　　であると考える。

３．多職種参加型防災訓練定着化への取り組み（オプトアウト不要）

  【受付番号２４－００２】　中央手術室　山本看護師（３６１３）

学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．抄録において本研究は倫理委員会にて承認済みとの記載があることが気になる。

Ａ．発表について審査を得たと記載することを徹底する。

Ｑ．Ａ病院と当院との記載がある。

Ａ．Ａ病院が標準的でるため、統一をお願いする。

４．患者の声から見えた周術期看護の在り方～副鼻腔手術患者の苦痛緩和への取り組み～

  【受付番号２４－００３】　中央手術室　高橋看護師（３６１３）

学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．表現に気になるところがある。

Ａ．抄録をチェックすることは難し部分はあるが、可能な範囲で確認を行いたい。

５．青年期１型糖尿病発症後の日常生活継続へ向けたチームアプローチ（ご家族さまに同意取得済）

  【受付番号２４－００４】　糖尿病・内分泌代謝Ｃ　原口医師（３４６６）



学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．１８歳未満の高校生であるのであれば、本人にも同意が必要である。

Ａ．本人にも同意を得てている。

６．開心術後のClosed loop controlを用いた人工呼吸管理の有用性

  【受付番号２４－００５】　臨床工学部　梅井臨床工学技士（４２７９）

学会発表に伴う申請　→　承認する

７．鼓室形成術後に環軸関節回旋位固定を生じた２症例（ご家族さまに同意取得済）

  【受付番号２４－００６】　麻酔科　中筋医師（３３８１）

学会発表に伴う申請　→　承認する

８．糖尿病チームによる１型糖尿病を有する人のピアサポートを支援するイベント開催の効果

  【受付番号２４－００８】　栄養管理室　茂山管理栄養士（４２８０）

学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．アンケートに学会発表等にて公表する場合があることは記載されていないのか。

Ａ．アンケートには記載されていない。

（意見）アンケートに公表のことを記載していれば、オプトアウトする必要はない。アンケートの形式を見直すのも方法

　　　　　　であると考える。（迅速２と同じ意見）

９．ＰＲＲＴ（Peptide receptor radionuclide therapy）における看護師の被爆への不安に対応した

　　　ＲＩ（Radio isotope）室待機システムの構築（業務改善内容報告　オプトアウト不要）

  【受付番号２４－００９】　看護支援室　服部看護師（３５２５）

学会発表に伴う申請　→　承認する

１０．長下肢装具を用いた歩行練習が回復期脳卒中患者の機能的予後に及ぼす影響－年齢別の検討－

  【受付番号２４－０１０】　リハビリテーション部　渡辺理学療法士（３８８５）

学会発表に伴う申請　→　承認する

【主な質疑応答】

Ｑ．後ろ向きコホート研究と記載があるため、研究計画書が必要と考える。検討をお願いしたい。

Ａ．学会発表の場合、疎かになるところがある。倫理講習を行い意識づけを行っていきたい。

以　　上


